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第 2 章 放送 リス ト 解 説 
「 日 本 の 年 輪 風雪 二 十 年 」 に つい て 


1 放送 リス ト 作 成 の 経緯 

平成 2 8 年 4 月 平成 3 0 年 3 月 に か け て 、B S 1 1 に て 「 あ の スタ ー に も う 一 度 人 逢い 
た い 」 (司会 : 宮本 隆治 、 ア シス タン ト : 高野 萌 ) と いう 1 時 間 番 組 が 放送 され て いた 。 
この 番組 は 、 昭 和 の 大 スタ ー を 毎回 1 人 ずつ 紹介 し て いく と いう 番組 で あっ た が 、 歌 手 が 
取り 上 げ ら れる 回 が 大 半 で あっ た 。 

計 1 0 0 回 の 放送 の うち 、 筆 者 は 数 回 分 を 観 た だ け に 過ぎ な い が 、 第 4 9 回 の 岡 晴 夫 
特集 (平成 2 9 年 3 月 2 8 日 放送 ) で 使用 され た 貴重 映像 が 印象 に 残っ て いる 。 岡 の 映像 
と いう と 、 昭 和 2 0 年 代 ~ て 3 0 年 代 前 半 に か け て の 映画 出演 と 、 晩 年 の 昭和 4 4 年 て 4 5 
年 に 東京 1 2 チャ ン ネ ル ( 現 ・ テ レビ 東京 ) 「 な つか し の 歌声 」 に 出演 し た 歌唱 映像 し か 
現存 し て いな いと 筆者 は 思い 込ん で いた 。「 な つか し の 歌声 」 に 出演 し て いる 岡 は 、 痩 せ 
こけ た 身体 で や つれ て いる の が 印象 的 で あっ た が 、 平 成 2 9 年 3 月 2 8 日 の この 日 に 放送 
され た 岡 の 白黒 映像 は 筆者 が 初め て 見 る も の で 、「 な つか し の 歌声 」 の 映像 と 比べ 若 々 し く 
身体 も むっ くら と 健康 体 で あり 驚い た 。「 上 海 の 花 売り 娘 」 と 「 港 シャ ン ソ ン 」 を 責 っ て 
いた の だ が 、 映 像 提供 は 日 本 テレ ビ と クレ ジッ ト さ れ て いた 。 

この 岡 の 映像 に つい て 、「 な つか し の 歌声 」 研 究 の 第 一 人 者 で ある 林田 雄一 氏 の ブロ グ 
「 日 々 是 口実 」 に は 、 昭 和 3 5 年 に 放送 され た 「 風 雪 二 十 年 」 と いう 番組 が 出典 で は な い 
か と の 推測 記事 が 載っ て いた 。「 な つか し の 歌声 」 の 放送 開始 は 昭和 4 3 年 で 、 現 存する 
映像 が 残っ て いる の は 昭和 4 4 年 以降 の 放送 分 の み で ある 。 昭和 4 4 年 に 放送 され た テレ 
ビ 番 組 の 映像 が 現存 し て いる と いう こと 自体 貴重 で ある が 、 そ こ か ら 更 に 1 0 年 較 遡 っ た 
昭和 3 5 年 の テレ ビ 番 組 の 映像 が 残っ て いる と は 露 ほど も 思わ ず 、 強 い 驚 き を 覚え た 。 

また 、 第 6 7 回 の 東海 林太郎 藤山 一 郎 特集 (平成 2 9 年 8 月 1 日 放送 ) に お いて 
東海 林 の 「 上 海 の 街角 で 」 と 「 お 夏 清 十郎 」 の 白黒 の 歌唱 映像 が 流れ た が 、 こ ちら も 初め 
て 見 る 映像 で あわ っ た (筆者 は 見 逃し た の だ が 、 第 5 3 回 の 放送 で 東海 林 の 単独 特集 が 組ま 
れ て いる た め 、 第 6 7 回 の 放送 は 総集編 で あっ た よう だ 。)。 こ ちら も ゃ 前 述 の 林田 氏 の ブロ 
グ 記事 に よる と 、 や は り 「 風 雪 二 十 年 」 の 映像 で も や ろう と の こと で あっ た 。 

「 風 雪 二 十 年 」 の こと を 少し 調べ た と ころ 、 番組 の 正式 名 は 「 日 本 の 年 輪 風雪 二 十 年 」 
で ある こと と 、 基 本 的 に は ドキ ュ メ ンタ リー 番組 で あり 、 た ま に 歌 詳 特 集 が 組ま れる こと 
が あっ た に 過ぎ な いと いう こと が 分 か っ て きた 。 し た が っ て 歌 謗 番組 で は な い の だ が 
「 な つか し の 歌声 」 を 筆頭 と する な つ メ ロ テ レ ビ 番 組 が 隆盛 を 極め る 昭和 4 0 年代 よ り も 
前 の 時 代 に 、 ど の よう な 形 で テレ ビ に お いて な つ メ ロ 特 集 が 組ま れ た の か と いう こと が 
気 に な っ た 。 そ し て 、 調 べ 上 げ る か ら に は 歌謡 特集 の 回 だ け で は な く 、 全 放送 回 を 調べ 
よう と 決意 し た 。 以 上 が 今回 「 日 本 の 年 輪 風雪 二 十 年 」 の 放送 リス ト を 作成 し よう と 
思い 至っ た 経緯 で ある 。 


2 番組 詳細 

(1 ) 日 本 テレ ビ 社 史 

まず は 、 当 番組 の 制作 局 で ある 日 本 テレ ビ の 社 更に どの よう に 記載 され て いる の か を 
紹介 し た い 。 
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日 本 テレ ビ で は 昭和 5 3 年 に 初 の 本 格 的 な 社 史 上 『 大 衆 と と も に 2 5 年 ぐ 沿 革 史 >』 が 
発行 され た が 、 こ の 本 の 中 で は 、 社 会 教養 番組 の 一 分 野 で ある ドキ ュ メ ンタ リー 番組 の 
1 つと し て 紹介 され て いる (同書 1 8 3 ペー ジ )。 ま た 、 巻 末 に は 2 5 年 間 の 週間 番組 表 が 
約 半 年 ご と の スパ ン で 断片 的 に 掲載 され て いる が 、 こ れ を 見 る と 、 同 番組 の スポ ン サ ー は 
放送 開始 時 か ら 終 了 時 まで 一 人 貫 し て いす ゞ 自動 車 で ちっ た こと が 分 か る 。 

そし て 、 平 成 1 6 年 発行 の 社 史 『 テ レビ 夢 5 0 年 番組 編 D1953 て 1960』 に 
お いて も 、「 昭 和 の 変遷 を 多彩 な 記録 フィ ルム で 綴っ た (中 略 ) 「 日 本 の 過去 ・ 現 在 」 を 
見 つめ る 良質 の ドキ ュ メ ンタ リー」 番組 と 紹介 され て いる (同書 4 1 ペー ジ )。 ま た 、 同 じ 
ペー ジ に は 番組 の スチ ー ル 写真 が 掲載 され て お り 、 次 の よう に 詳細 な 番組 紹介 が な され て 
いる 。 


『 日 本 の 年 輪 ・ 風 書 二 十 年 』 


1959.10.3 一 1961.11.11 ( 土 ) 22:15 一 23:00 
司会 : 田 観 浜 弘 、 別 当 麺 子 


テレ ビ な ら で は の ドキ ュ メ ンタ リー の 方 向 性 を 示し た 。 
この 番組 紹介 に は 、 放 送 期間 と 司会 者 が 明記 され て いる が 、 必 ず し も 正確 な 情報 で は な 
い 。 こ の 点 に つい て は 、(2) ~ (4) で 説明 し た い 。 


(2 ) 放送 期間 

『 テ レビ 夢 5 0 年 番組 編 ①19531960』 に は 、 放 送 期間 は 昭和 3 4 年 1 0 月 
3 日 て 36 年 11 月 11 日 と 記載 され て お り 、 こ れ は 正しい 説明 で ある 。 初 回 ・ 最 終 回 
と も に サブ タイ トル は 「 走 馬 灯 」 で ある 。 

た だ し 、 最 終 回 の 翌週 の 昭和 3 6 年 1 1 月 1 8 日 に は 同じ 時 間 帯 に 「 風 雪 二 十 年 と その 
後 」、 翌 々 週 の 2 5 日 に は 「 燕 気 ハ から ジェ ッ ト へ ( 車 の 歴史 )」 と いう 単発 番組 が それ ぞ れ 
放送 され て お り 、 い ずれ も レギ ュ ラ ー 陣 の 古谷 綱 正 と 上 月 左 知子 が 出演 し て いる 。 よ っ て 、 
この 2 回 の 放送 は 同 番組 の 派生 番組 と 考え られ る た め 、 回 数 に カウ ント し な い 形 で 放送 
リス ト に 記載 し た 。 

ちな み に 、 番 組 の 開始 を 伝え る 各 新 聞 テ レビ 欄 に は 、 放 送 期間 は 約 1 年 半 で ある と の 
記載 が 見 受け られ る (昭和 3 4 年 10 月 3 日 付 読 売 新聞 東京 版 朝刊 、 同 日 付 毎日 新聞 東京 
版 朝刊 ・ 夕 刊 、 同 月 1 7 日 付 朝日 新聞 西部 版 ・ 名 古屋 版 朝刊 ) が 、 実 際 に は 2 年 2 か 月 間 
放送 され た 。 番組 開始 時 に は 1 年 半 で 終え る 予定 だ っ た の が 、 何 ら か の 理由 で 放送 期間 を 
半年 強 延長 し た の だ と 考え られ る 。 


(3 ) 放送 日 時 

『 テ レビ 夢 50 年 番組 編 D1953 て 1960』 に は 、 毎 週 土曜 日 22:15 一 23: 
0 0 に 放送 され た と 記載 され て いる 。 毎週 土曜 日 に 放送 され た と いう 記述 は 正しい も の の 、 
22:15C23:00 と いう 時 間 並 は あく まで も 初回 の 放送 時 間 帯 を 指し て お り 、 第 2 
回 目 以降 は ほとん どの 回 に お いて 2 2 : 00 て 22 : 4 5 に 放送 され て いる 。 
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(昭和 
(昭和 


2 :00 て 22 : 45 以 外 の 時 間 葵 で 放送 され た 回 は 、 初 回 以外 に は 第 3 6 
35 年 6 月 4 日 、22 :15…23:00) と 、15 分 拡大 し て 放送 し た 第 6 6 
35 年 12 月 31 日 、22 :00 一 23:00) の み で ある 。 


回 


回 


回 


(4 ) 司会 者 

『 テ レビ 夢 5 0 年 番組 編 D1 953 て 1960』 に は 、 田 稚 浜 弘 と 別当 屯 子 の 2 人 が 
司会 者 で あっ た と 記載 され て いる 。 実 際 、 放 送 初回 の 日 の 新聞 テレ ビ 欄 に は 、 同 番組 の 
レギ ュ ラ ー の ホス ト が 田 稚 浜 弘 ( 元 報知 新聞 記者 で 現在 「 フ ァ イ ト 」 誌 社長 の スポ ー ツ 
記者 )、 ホ ステ ス が 別当 稀 子 (大 毎 オ リオ ンズ 監督 の 別当 薫 夫 人 ) と 紹介 され て いる (昭和 
34 年 10 月 3 日 付 読売 新聞 ・ 毎 日 新聞 各 東 京 版 朝刊 )。 しかしながら 、 新 聞 テ レビ 欄 の 
日 時 を 進め て いく と 、 田 観 浜 弘 が 出演 し て いる こと が 確認 で きた の は 第 2 0 回 (昭和 35 
年 2 月 1 3 日 ) まで で 、 第 2 5 回 (昭和 35 年 3 月 1 9 日 ) 以降 は 古谷 綱 正 が レギ ュ ラ ー 
ホス ト と し て 出演 し て いる 。 別 当 交 子 に 関し て は 、 出 演 し て いる こと が 確認 で きた の は 第 
35 回 (昭和 3 5 年 5 月 2 8 日 ) まで で 、 第 3 8 回 (昭和 3 5 年 6 月 1 8 日 ) 以降 は 上 月 
左 知 子 が レギ ュ ラ ー ホ ステ ス と な っ て いる 。 

以上 か ら 、 レ ギュ ラー ホス ト に 関し て は 、 第 2 1 回 か ら 第 2 5 回 、 レ ギュ ラー ホス テス 
に 関し て は 、 第 3 6 回 か ら 第 3 8 回 の それ ぞ れ いずれ か の タイ ミン グ で 切り 替わっ て いる 
こと が 分 か る 。 


(5 ) 収録 形態 
当番 組 が 生放送 だ っ た の か 、 そ れ と も 収録 番組 どっ た の か に 関し て は 、 社 史 や 放送 当時 
の 新聞 紙面 に 直接 の 言及 は な い 。 し か し な が ら 、 以 下 の 材料 か ら 推 測 す る こと が で きる 。 
その 材料 と は 、『 古 川 ロ ッ パ 昭和 日 記 』 の 記載 で ある 。 古川 は 当番 組 放送 期間 中 の 昭和 
3 6 年 1 月 に 亡くな っ て いる が 、 第 6 回 (昭和 3 4 年 11 月 7 日 )、 第 14 回 (昭和 35 年 
1 月 2 日 )、 第 3 2 回 (昭和 35 年 5 月 7 日 ) と 、 番組 前 半期 に 計 3 回 出演 し て いる 。 こ の 
際 の 出演 の 模様 が 古川 の 日 記 に 記さ れ て いる 。 

該当 箇所 を 引用 し た い 。 ま ず は 、 昭 和 3 4 年 1 1 月 7 日 の 日 記 よ り 。 

ト 一 月 EH (土曜 ) 雨後 早 

NTV 「 風 雪 二 十 年 」。 

(中 略 ) 

九 時 三 十 何 分 、 タ クシ ー、NTV へ 。「 風 雪 二 十 年 」 の 「 赤 い 灯 青い 灯 」 の 巻 で 、 な つ 
か し の メロ ディ ー 式 に 、 古い と ころ を 歌 ふ 。 麻原 義 江 ・ 勝 太郎 ・ 古 賀 政男 ・ 渡 辺 は ま 子 等 
揃っ て ゐる 。 十 時 、 本 版 と な る 。 麻 原義 江 、「 ど ん と へ ヽ 」 を 歌 ひ 、 そ の 声 の い ゝ こと 、 
驚 く 。 と ころ が 、 こ れ は 昔 の レコ ー ド の 由 、 ネ タ き いて 、 へ ゝ エ 、 そ ん な こと も や る の 
か 。 僕 の と ころ は 、「 た ば この め プ へ ヽ 」 と 「 ア ラビ ヤ の 歌 」、 

日 記 中 の 「 九 時 三 十 何 分 」 や 「 十 時 」 と いう の は 午後 の こと を 指し て いる 。 よ っ て 、 
この 回 は 生放送 で あっ た こと が 分 か る 。 
続い て 、 昭 和 3 5 年 1 月 2 日 の 日 記 よ り 。 

一 月 二 日 (土曜 ) 晴 

NTV 「 風 雪 二 十 年 」VDT。 
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便 

一 時 半 す ぎ 、 タ クシ ー、 出 る 、NTV へ [風雪 二 填 年 」、 夢 
が 司会 役 。 使 は 歩 声 の すゝ めで 、 弁 士 の 声音 を 三 つ 四 つや る こと に する 。 ス タ ヂ オー 
入り 、 本 版 、 金 語 楼 の 若 語 「 兵 際 」 が 面白 い 。 導 声 の ロイ ド の 「 巨 人 征服 」 の 一 節分 説 明 
か ら 、 僕 が 玉井 娠 ・ 大 本 部 ・ 大 誠 責 ・ 山 野 一 郎 ・ 生 央 埋 遊 を 一 づ ゝ 際 い た 。 こ れ で 
了 り 、 今 夜 も 、 家 で 時 しく 飲 なむ 気 だ っ た が 、 偽 山 告 が 来 り 、NTV の 送り 事 で 、 田 も 
共に 浅草 へ 。 

有 記 中 の 「 二 一 時 半 す ぎ 」 と いう の は 生前 の こと を 指し て いる 。 よ っ て 、 こ の 回 は 当日 
の 量 に 収 銚 し た も の を 夜 に 放送 し た こと が 分 か る 。 

な お 、 大 川 は 同 番 組 の 昭和 8 5 年 8 月 日 放送 分 に も 出演 し て いる が 、 前 後 の 日 の 
に 記載 は な く 、 出 版 する 共に カッ ト さ れ た も の と 思わ れる 。 

以上 より 、 当 番組 は 生放送 の 回 と 事前 収録 の 回 の 両方 が 存在 し で いた と いう こと が 分 か 
る 。 筆者 の 推測 に 過ぎ な い が 、 放 送 間 始 の ご く 初期 は 生放送 だ っ た が 、 次 第 に 事前 収録 に 
移行 し た の か も し れ な い 。( 社 吹 大洲 と と も に 2 5 年 ぐ 治 革 昌 >』 に は 、「 開 選 後 数 年 
は 、 フ ィ ル ム 、 ス タ ジ オ か ら の 生放送 、 生 中 継 だ け の 放送 で あっ た が 、33 年 2 月 、 モ ノ 
クロ 用 の VTR (Video tape recorder) が 導入 され 、VTR 時 代 が 開 項 し た 。」(3 9 0 
ペー ジ ) と の 記述 が ある 。) 


金 語 析 に 、 玉川 一 要 


(6 ) 全国 同時 放送 
朝日 新 記事 デ ー タ ベー ス 開 歳 由 で は 、 朝 日 新聞 の 東京 版 ・ 大 孤 孤 ・ 本 部 (福岡) 版 ・ 
名 古屋 版 の 過去 の 各 抵 面 を 閲 覧 する こと が で きる 。 こ れ を 元 に 調べ た 結果 、 当 番組 は 制作 


元 の 日 本 テレ ビ ( 開 東 広 堪 ) の 他 に 、 読 充 テ レビ ( 近 吉 広域 固 )、 東 海 アレ ビ (中 京 広 
圏 )、 テ レビ 西日本 ( 橋 岡 )、 南 洛 テ レビ ( 肖 媛 )、 山 口 テレ ビ ( 山 ) 及び 大 分 放送 (大分) 
で 少な く と も 放送 され て いた こと が 分 か る 。 そ し て 、 こ れ ら の 地方 局 に お いて は 、 い ずれ 
も 概ね 関 還 広 若里 と 同時 放送 が 行わ れ て いた 。 ま た 、 当 時 北海 道 に 在住 し て いた 方 が 北海 
道 放送 で 視聴 し て いた 守 を 個人 ブロ グ に 書い て いる (「 日 本 テレ ビ 「 日 本 の 年 幅 」 の 想い 出 」)。 
以上 か ら 、 当 番組 は 全国 各地 で 同時 放送 が 行わ れ て いた と いう こと を 推 宗 で きる 。 

な お 、 李 ね 同時 放送 が 行わ れ て いた も の の 、 一 部 そう で は な い 坦 合 も 散見 され た 。 確認 
で きた 午 囲 内 で 箇条 章 き し た い 。 

・ 東 海 テレ ビ で は 、 第 2 回 (昭和 4 年 10 月 10 日 ) か ら 放 送 を 開始 し て いる 。 当 

番組 の 放送 開始 直前 の 9 月 2 6 日 に 伊勢 浴 台 風 が 和 系 山県 に 上 際 し 、 東 海 地方 で は 披 害 

が 生々 し か っ た 時 期 で ある 。 東海 テレ ビ で 初回 分 が 放送 され な か っ た こと に 、 こ の こと 

が 影響 し て いる の か どう か は 不明 で ある 。 

・ 各 地域 で 第 3 3 回 が 放送 され た 昭和 3 5 年 5 月 1 4 日 の 東海 テレ ビ で は 、 な ぜ か 第 6 

回 分 (昭和 3 4 年 1 1 月 7 日 ) を 再 放 送 し て いる 。 以 際 東 放 テ レビ で は 、 同 年 9 月 2 4 

日 まで 、 他 地域 より も 1 週間 遅れ で 放送 し た 。( よ っ て 、 第 5 2 回 放送 分 は 東 放 地 方 で は 

放 着 され な か っ た 。) 

・ 各 地域 で 第 8 1 回 が 放送 され た 昭和 3 年 4 月 1 5 日 の 大 分 放送 及び 東海 アレ ビ で は 、 

な ぜ か 前 週 の 第 B 0 回 分 を 再送 し て いる 。 以降 大 分 放送 及び 東海 テレ ビ で は 、 第 | 

1 1 1 回 の 最 糸 回 まで 、 他 地域 より も 1 選 間 遅れ で 放送 し た 
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・ 最 引 回 の 後 の 2 回 分 の 単 番 組 の 放送 に 関し て 、 大 分 放送 で は 「 落 気 か ら ジェ ッ ト ー 

( 証 の 奪 更 ) が 放送 され て いな い 。 他 方 、 東海 テレ ビ で は 「 風 二 十 年 と その 後 」 が 

放送 きれ で いな い 。 

以上 、 放 送 リ メト と 合わ せ て ご 確認 いた だ けれ ば 幸い で ある 。 同 時 放 送 が 行わ れ て いな 
い 事例 が 散見 され る と いう 事実 か ら は 、 こ の 番 租 が (生放送 か 事前 収録 か は 別 と し て ) 
VTR に 収録 きれ で いた と いう 推 鍵 で きる 。 


(7) 放送 内 容 

福 史 テレ ビ 亭 S0 年 番組 編 D1 9 5 3 一 1 9 6 0』 で の 紹介 記事 を (1) に 寺 せ た 
が 、 放 送 開始 当時 の 新聞 紙面 に も 次 の よう に 紹介 され て いる 。 

昭和 の 初期 か ら 敗 香 に 至る まで の 、 早 和 の 二 二 年 間 の 日 本 の 動き 、 世 界 の 動き を 当時 
の 数 を の 記録 フィ ルム を 使っ て 約 一 年 詩 に わた っ て つづ る 異色 の ドキ ュ メ ンタ リー 「 目 
で 見る 昭和 ま 」。 

全体 と し て は 「 解 と 記録 フィ ルム 」 と いう 構成 を と る が 、 志 録 フィ ルム 
東 実 の つながらない 場合 は 、 ド ラマ の 形 を と っ た り 、 ゲ スト の 恒 旧 読 、 当 時 の ムー ド を | 
理 昌 する 三 語 出 や ファ ッ シ ョ ン な ど を 組 み 入れ 、 バ パラ エ テ ィ ー に 褒 ん だ 構成 に する 。 
(昭和 84 年 1 0 月 日付 計 新 間 東 京 版 朝 刊 ) 


昭和 の は じ め か ら 敗 戦 ま で の 二 十 征 間 の 日 本 の 動き や 世界 の 移り 変わり を 約 一 年 半 に 
わた っ て つづ る 。 

旨 暗 ) 

全体 と し て は 解 と 記録 フィ ルム を 使う 模 成 に な る が 、 記 録 フィ ルム だ け で は りな 
話題 も ある の で 、 そ ん な と き に は ドラ マ や ゲスト の 懐 旧 談 、 当 時 の ファ ッ シ ョ ン や 到 語 
曲 な ども 入れ パラ テテ ィ ー に 容 ん だ も の に し た いと 制作 担当 の 加 全 川 佐 部 長 は 語っ で 
いる 


( 唆 和 3 4 年 1 0 月 3 日 付 生日 新 聞 東 京 版 朝 ) 


また 、 昭 和 8 4 年 10 月 1 0 日付 談 新 聞 東 京 上 午 5 面 に 
以下 に 図示 し た い 。 
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番 粗 の タイ トル で ある 「 風 呈 二 十 年 」 の 「 二 十 年 」 が 敗戦 まで の 「 昭 和 の 二 十 年 間 」 を 
指し て いる と いう 事実 が 分 か る 。 

そし て 、 昭 和 3 4 年 10 月 3 日 付 の 謎 売 ・ 毎 日東 京 版 朝刊 の 紹介 記事 の と お り 2 年 
2 か 月 に わた っ て 進行 し て いっ た こと が 放送 リス ト か ら 読み 取れ る 。 

まず 、「 日 本 の 動き 、 世 界 の 動き を 」 と ある と お り 、 溢 州 な どの 外地 を 含め た 日 本 の 動き 
を 特集 し た 回 と 、 贅 列強 の 動き を 特集 し た 回 と に 区 分 され る 。 総 合 的 に は 、 双 方 と も 軍 
隊 や 軍部 の 動き を 特集 し た 回 が 多い よう に 思わ れる 。 ま た 、 例 えば 第 7 回 (昭和 3 4 年 
1 1 月 14 日 ) か ら 第 10 回 (昭和 8 4 年 12 月 5 日 ) に か け て 満州 特集 、 第 2.6 回 

(昭和 3 5 年 3 月 2 6H) か ら 第 2 7 回 (昭和 3 5 年 4 月 2 日 ) に か け て 昭和 座 新 特集 、 
と いっ た 具合 に 、1 つの テー マ を 複数 回 で 特集 する こと も 少な か ら ず 存在 し て いた よう で 
ある 。 

次 に 、「 ド ラマ の 形 を と っ た 」 回 で ある 。 ドキュメンタリー 番組 と 言い な が ら 、 何 人 も の | 
俳 居 が 出 門 し ドラ マ の 形 を と っ て 放送 され た 回 が いく つも 確認 で きる 。 特 に 、 第 6 3 回 

(昭和 3 5 年 12 月 10H)、 第 68 回 (昭和 86 年 1 月 14 日 )、 第 106 回 (昭和 36 
年 10 月 7 日 ) の 各 放 送 分 に 関し て は 、 新 聞 紙 面 に 詳細 な 紹介 記事 が 載っ て お り 、 詳 し く 
放送 内 容 を 記述 する こと が で きた 。 な お 、 当 時 は テレ ビ ド ラマ と 言え ば 収録 に VTR で は 
な く フ ィ ルム を 使っ て いた 時 代 で あり 、 本 番組 に お いて も フィ ルム が 使わ れ て いる 。 

最後 に 、 筆 者 が 当番 組 の 放送 リス ト を 作成 する きっ か け と な っ た 「 拓 語 曲 」 を 特集 し た 
回 を 紹介 する 。 

吾川 ロッ パ が 日記 に 記し た 第 6 回 ( 貼 和 3 4 年 1 1 月 7 日 ) が その 最初 で 以降 第 3 2 
回 (昌和 85 年 $ 月 日)、 第 44 回 (昭和 8 5 年 7 月 80H)、 第 65 回 ( 申 和 95 年 
12 月 2.4 日 )、 第 95 回 (昭和 86 年 月 2.2 日 )、 第 100 回 (明和 36 年 8 月 2.6 日 ) 
と 、 歌手 が 出演 し て 雄志 を 披 串 し た 回 は 計 6 回 で ある 。 わ ず か 6 回 で ある が 、 当 番組 が 
ドキ ュ メ ンタ リー 番組 で ある こと を 考え る た 、^6 回 も "と 表現 し た 方 が よい だ ろう 。 

(な お 、「 革 能 関係 の 符 集 」 と 定義 和 因 を 拡げ る と 、 第 1 4 回 ( 盟 和 8 5 年 1 月 2 日 ) や 第 
4 回 (昭和 3 5 年 3 月 1 2 H) も カウ ント され る こと と な り 、 東 に 増え る 。) 

第 1 斉 で 言及 し た 岡 晴夫 と 東海 林太郎 は 、 第 4 4 回 (昭和 3 5 年 7 月 3 0 日 ) に 出 流 
し で いる 。 同日 の 短 日 新聞 東京 版 夕刊 に は 、「 昭 和 十 二 年 か ら 十 因 年 に か け て の な つか し の | 
メロ ディ ー を た どる 」 と 紹介 され て お り 、 岡 が 誤っ た 「 上 府 の 花 売り 鳩 」 と 「 浴 シャ ン ソ 
ン 」 は いずれ も 昭和 1 4 年 東海林 が 繁 っ た 「 上 洛 の 街角 で 」 が 昭和 1 年 、「 お 夏 消 十 婦 」 
が 昭和 1 1 年 の 作品 で ある こと を 考え る と 、 こ の 日 の 映像 で ある 可能 性 が い と 言え る の | 
で は な い だ ろう か 。 


3 番組 が 放送 され た 昭和 3 0 年 代 半 ば と いう 時 代 

当番 組 が 放送 開始 し て ま も な い 明和 3 4 年 1 1 月 1 4 則 付 萌 昌 新聞 部 版 朝風 の テレ ビ 
揃 に 、「 ハ ン ラン する 帳 記 物 」 と 期す る 興味 深い コラ ム が 掲載 され て いる 。 こ の コラ ム で は 、 
「 目 本 の 年 輸 風 守 一 年 」 以 外 に も 、 フ ジテ レビ 「 こ れ が 真実 だ 」、 東 京 テレ ビ ( 現 ・ 
T BS テレビ) 「 明 軍閥 中 」 な ど 、 戦 争 回 古 物 の テレ ビ 番 組 が この と ころ 日 立っ て きた 
を 伝え て いる 。 同 記事 に よる と 、 ラ ジオ 番組 も 同様 の 傾向 に ある と いう 。 他 に も 、 
日 本 教育 テレ ビ ( 現 ・ テ レビ 朝日 ) で は 「 太 平 洋 電 争 」 が 昭和 3 5 年 1 0 月 か ら 、 東 応 
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テレ ビ で は 「 チ ャ ー チ ル の 大 戦 回 録 」 が 昭和 3 6 年 5 月 か ら そ れ ぞ れ ス ター ト し て いる 
し 、NIHIK 総 合 テ レビ で は 「 世 紀 の 記 録 」 と いう 、 ア メリ カ CBS と イギリス ABC の 柄 
放送 局 が 提供 する 、 2 0 世紀 に 入っ て か ら の 戦争 を 中 心 に 世 罪 中 の 色々 な 事件 を 収め た 
記録 映画 の 番組 が 昭 和 3 5 年 4 月 に スタ ー ト し て いる 。 

戦 争 回 物 の 番組 だ け で な く 、 流行 歌 を 器材 と し た 回 容 物 の 番組 多数 全 場 し て いる 。 
テレ ビ で は NHK の 「 器 は 生き て いる 」 が 昭和 3 5 年 4 月 に スタ ー ト し 、 日 本 教育 テレ ビ 
で は 「 歌 呈 百 年 」 が 昭和 6 年 4 月 に スタ ー ト (先述 の 「 太 平 洋 肖 争 」 の 後続 で 東京 
1 2 チャンネル が 明和 4 0 年 に 放送 し た 周 名 番 租 と は 別物 ) し て いる 。 ラ ジオ で も 玉 化 
放送 の 「 あ の 夢 こ の 天 」 が 昭和 3 8 年 1 1 月 に スタ ー ト し て いる 、 昭 和 8 0 年 代 半 ば の 
この 時 期 に は 、 ま だ 「 な つ メ ロ 」 と いう 用 諸 は 普及 し て お ら ず 、 代 わり に 「 な つか し の 
メロ ディ ー」 と いう 用 語 が し きり に 使わ れ て いる 。 そ し て 流行 到 因 で は 、 菩 手 歌 手 が 戦 前 
の 歌 を 現代 風 の リ ズム に アレ ンジ し て 再 登場 させ る 「 リ バイ バル ・ プ ー ム 」 の 真っ 只 中 で 
あっ た 。 

昭和 4 0 年 代 に 入る と 、 東 京 1 2 チャ ン ネ ル の 番組 に 限定 し た だ け で も 、 回 際 物 の 番組 
と し て 「 私 の 昭和 更 」 や 「 人 に 歴史 あり 」 が 癌 場 し て いる し 、 な つ メ ロ プ ー ム の 引き 金 に 
な っ た 「 な つか し の 了 声 」 も 登場 し て いる 。 そ し て 、 明治 維新 か ら 1 0 0 年 に な る こと を | 
抑 う 「 明 冶 百 年 」 の ブーム が 起き た の も 昭和 4 0 年代 に 入っ て か ら で あ る 。 今回 、「 日 本 の 
年 栓 風雪 十 年 」 の 放送 リ メ ト を 作成 し て いく 通 得 で 、 既 に 昭和 3 0 年 人 半ば の この | 
時代 に 、 埋 前 を 回 琴 す る 強い 流れ が 生ま れ で いた こと が 実感 で きた 。 昭 和 3 0 年 代 半 ば の 
この 流れ が 4 0 年 代 に 向かっ て どの よう に 繋が っ て いっ た の か を 検証 する こと に は 深い 
韻 散 が ある と 思わ れる 。 今後 の 課題 と し て いき た い 。 
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